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研究① UDPHAp を使用し OWHTOを行い、術後 12カ月以上経過観察可能であった 7膝（男性:2 女性：
5）平均年齢 55歳（34-72）を対象とした。画像評価として単純 X線と CTにて骨癒合や骨吸収の状態を
評価し、臨床評価として日本整形外科学会（Japanese Orthopaedic Association:以下 JOA）膝スコアの
比較を行った。 
研究② 2005年 8月~2013年 2月の間に OWHTOを行い、12カ月以上経過観察可能であった 26膝（男性








































平成 26 年 12 月 17 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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